
(57)【要約】

【課題】　携帯型端末装置に、イヤホンが接続されてい

る状態で、着信があった場合でも、スムーズに通話を行

うことが可能な携帯型端末装置および携帯型端末装置の

制御方法を提供する。

【解決手段】　着信検知手段１０が着信を検知すると（

Ｓ１）、判断手段２０が、音楽データ再生手段３０によ

り音楽が再生中であるかどうかを判断する（Ｓ２）。音

楽が再生中であると判断された場合、音声出力切替手段

４０は、イヤホン優先に切り替える（Ｓ３）。音声出力

がイヤホ優先に切り替えられると、携帯型端末装置１０

０は音声を受信し（Ｓ４）、受信した音声をイヤホン端

子６０から出力する（Ｓ５）。一方、Ｓ２において音楽

が再生中でないと判断された場合、音声出力切替手段４

０は、音声出力をスピーカ優先に切り替える（Ｓ６）。

音声出力がスピーカ優先に切り替えられると、携帯型端

末装置１００は音声を受信し（Ｓ７）、受信した音声を

スピーカ５０から出力する（Ｓ８）。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 無 線 通 信 が 可 能 で あ る と と も に 、 音 声 出 力 部 と し て イ ヤ ホ ン 端 子 お よ び ス ピ ー カ を 備 え
た 携 帯 型 端 末 装 置 で あ っ て 、
　 着 信 を 検 知 す る 着 信 検 知 手 段 と 、
　 音 楽 が 再 生 中 で あ る か ど う か を 判 断 す る 判 断 手 段 と 、
　 前 記 判 断 の 結 果 、 音 楽 が 再 生 中 で あ る 場 合 に は 、 音 声 出 力 を イ ヤ ホ ン 端 子 優 先 と し 、 音
楽 が 再 生 中 で な い 場 合 に は 、 音 声 出 力 を ス ピ ー カ 優 先 と す る 音 声 出 力 切 替 手 段 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 携 帯 型 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 無 線 通 信 が 可 能 で あ る と と も に 、 音 声 出 力 部 と し て イ ヤ ホ ン 端 子 お よ び ス ピ ー カ を 備 え
た 携 帯 型 端 末 装 置 の 音 声 出 力 を 制 御 す る 方 法 で あ っ て 、
　 着 信 を 検 知 す る 段 階 と 、
　 音 楽 が 再 生 中 で あ る か ど う か を 判 断 す る 段 階 と 、
　 前 記 判 断 の 結 果 、 音 楽 が 再 生 中 で あ る 場 合 に は 、 音 声 出 力 を イ ヤ ホ ン 端 子 優 先 と し 、 音
楽 が 再 生 中 で な い 場 合 に は 、 音 声 出 力 を ス ピ ー カ 優 先 と す る 段 階 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 携 帯 型 端 末 装 置 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 無 線 通 信 が 可 能 で あ る と と も に 、 音 声 出 力 部 と し て イ ヤ ホ ン 端 子 お よ び ス ピ ー カ を 備 え
た 携 帯 型 端 末 装 置 を 、 着 信 を 検 知 す る 着 信 検 知 手 段 、 音 楽 が 再 生 中 で あ る か ど う か を 判 断
す る 判 断 手 段 、 前 記 判 断 の 結 果 、 音 楽 が 再 生 中 で あ る 場 合 に は 、 音 声 出 力 を イ ヤ ホ ン 端 子
優 先 と し 、 音 楽 が 再 生 中 で な い 場 合 に は 、 音 声 出 力 を ス ピ ー カ 優 先 と す る 音 声 出 力 切 替 手
段 と し て 機 能 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 携 帯 電 話 機 等 の 携 帯 型 端 末 装 置 に お け る 音 声 の 出 力 制 御 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 携 帯 型 端 末 装 置 と し て 携 帯 電 話 機 が 普 及 し て い る 。 近 年 、 携 帯 型 端 末 装 置 の
多 機 能 化 が 進 み 、 携 帯 電 話 機 と し て だ け で な く 、 音 楽 プ レ ー ヤ と し て の 機 能 な ど 様 々 な 機
能 を 有 す る よ う に な っ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 携 帯 型 端 末 装 置 が 、 携 帯 電 話 機 と し て の 機 能 だ け で な く 、 音 楽 プ レ ー ヤ と し て の 機 能 を
備 え る よ う に な る と 、 複 数 の 音 声 が 出 力 さ れ る こ と に な る 。 こ の 場 合 に 、 複 数 の 音 声 を 制
御 す る た め の 技 術 も 開 発 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ １ ８ ０ １ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 携 帯 型 端 末 装 置 が 音 楽 プ レ ー ヤ と し て の 機 能 を 備 え て い る と 、 従 来 の 携 帯 型 音 楽 専 用 再
生 機 （ 例 え ば 、 ポ ー タ ブ ル Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ 等 ） が そ う で あ っ た よ う に 、 イ ヤ ホ ン が 端 子 に 接
続 さ れ た ま ま 、 携 帯 さ れ る こ と が 多 く な る と 想 定 さ れ る 。 通 常 、 イ ヤ ホ ン が 端 子 に 接 続 さ
れ て い る 場 合 に は 、 音 声 出 力 は 、 ス ピ ー カ で は な く 、 イ ヤ ホ ン か ら 行 わ れ る こ と に な る 。
そ う す る と 、 イ ヤ ホ ン が 接 続 さ れ た 状 態 で 、 通 話 状 態 に 移 行 す る と 、 通 話 音 声 は イ ヤ ホ ン
か ら の 出 力 と な る 。 こ の た め 、 イ ヤ ホ ン が 接 続 さ れ た 状 態 で 、 着 信 が あ り 、 咄 嗟 に 出 よ う
と す る と 、 ス ム ー ズ に 通 話 で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 携 帯 型 端 末 装 置 に 、 イ ヤ ホ ン が 接 続 さ れ て い る 状 態 で 、 着 信 が あ っ
た 場 合 で も 、 ス ム ー ズ に 通 話 を 行 う こ と が 可 能 な 携 帯 型 端 末 装 置 お よ び 携 帯 型 端 末 装 置 の
制 御 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 で は 、 無 線 通 信 が 可 能 で あ る と と も に 、 音 声 出 力 部 と
し て イ ヤ ホ ン 端 子 お よ び ス ピ ー カ を 備 え た 携 帯 型 端 末 装 置 で あ っ て 、 着 信 を 検 知 す る 着 信
検 知 手 段 と 、 音 楽 が 再 生 中 で あ る か ど う か を 判 断 す る 判 断 手 段 と 、 前 記 判 断 の 結 果 、 音 楽
が 再 生 中 で あ る 場 合 に は 、 音 声 出 力 を イ ヤ ホ ン 端 子 優 先 と し 、 音 楽 が 再 生 中 で な い 場 合 に
は 、 音 声 出 力 を ス ピ ー カ 優 先 と す る 音 声 出 力 切 替 手 段 を 有 す る 携 帯 型 端 末 装 置 を 提 供 す る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 イ ヤ ホ ン が 接 続 さ れ て い る 状 態 で 着 信 が あ る と 、 音 楽 が 再 生 中 で あ る
か ど う か を 判 断 し 、 音 楽 が 再 生 中 の 場 合 に は イ ヤ ホ ン 優 先 と し 、 音 楽 が 再 生 中 で な い 場 合
に は ス ピ ー カ 優 先 と す る よ う に し た の で 、 イ ヤ ホ ン が 接 続 さ れ て い る 状 態 で 、 着 信 が あ っ
た 場 合 で も 、 ス ム ー ズ に 通 話 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
（ 装 置 構 成 ）
　 ま ず 、 本 発 明 に 係 る 携 帯 型 端 末 装 置 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 携 帯 型
端 末 装 置 の ブ ロ ッ ク 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 １ ０ は 着 信 検 知 手 段 、 ２ ０ は 判
断 手 段 、 ３ ０ は 音 楽 デ ー タ 再 生 手 段 、 ４ ０ は 音 声 出 力 切 替 手 段 、 ５ ０ は ス ピ ー カ 、 ６ ０ は
イ ヤ ホ ン 端 子 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 着 信 検 知 手 段 １ ０ は 、 携 帯 型 端 末 装 置 が 有 す る 通 話 機 能 を 実 現 す る た め の も の で あ り 、
外 部 か ら 着 信 が あ っ た こ と を 検 知 す る 機 能 を 有 し て い る 。 判 断 手 段 ２ ０ は 、 着 信 検 知 手 段
１ ０ が 着 信 を 検 知 し た 際 に 、 音 楽 デ ー タ 再 生 手 段 ３ ０ に よ り 音 楽 が 再 生 中 で あ る か ど う か
を 判 断 す る 機 能 を 有 し て い る 。 音 楽 デ ー タ 再 生 手 段 ３ ０ は 、 音 楽 を 再 生 す る 機 能 を 有 し て
い る 。 音 楽 デ ー タ 再 生 手 段 ３ ０ は 、 具 体 的 に は 、 音 楽 デ ー タ を 記 録 し た メ モ リ と 、 音 楽 デ
ー タ を デ コ ー ド す る 処 理 手 段 に よ り 構 成 さ れ て お り 、 処 理 手 段 が メ モ リ に 記 録 さ れ た 音 楽
デ ー タ を 読 み 出 し て デ コ ー ド す る 処 理 を 行 う 。 音 声 出 力 切 替 手 段 ４ ０ は 、 通 話 音 声 お よ び
音 楽 の 出 力 先 を ス ピ カ ５ ０ 、 イ ヤ ホ ン 端 子 ６ ０ の い ず れ か に 切 り 替 え る 機 能 を 有 し て い る
。 イ ヤ ホ ン 端 子 ６ ０ は 、 イ ヤ ホ ン を 接 続 す る た め の 端 子 で あ り 、 イ ヤ ホ ン が 接 続 さ れ る と
、 音 声 出 力 切 替 手 段 ４ ０ は 、 音 声 出 力 を イ ヤ ホ ン 端 子 ６ ０ に 切 り 替 え る 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 携 帯 型 端 末 装 置 は 、 市 販 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 携 帯 電 話 機 に 、 専 用 の プ ロ グ ラ ム を 搭 載 す
る こ と に よ り 実 現 で き る 。 特 に 、 判 断 手 段 ２ ０ お よ び 音 声 出 力 切 替 手 段 ４ ０ は 専 用 プ ロ グ
ラ ム を 、 プ ロ セ ッ サ が 処 理 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ 制 御 方 法 ）
　 続 い て 、 本 発 明 に 係 る 携 帯 型 端 末 装 置 の 制 御 方 法 に つ い て 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い
て 説 明 す る 。 ま ず 、 携 帯 型 端 末 装 置 １ ０ ０ に お い て 、 着 信 検 知 手 段 １ ０ が 着 信 を 検 知 す る
と （ Ｓ １ ） 、 判 断 手 段 ２ ０ が 、 音 楽 デ ー タ 再 生 手 段 ３ ０ に よ り 音 楽 が 再 生 中 で あ る か ど う
か を 判 断 す る （ Ｓ ２ ） 。 音 楽 が 再 生 中 で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 、 音 声 出 力 切 替 手 段 ４ ０ は
、 音 声 出 力 を イ ヤ ホ ン 端 子 ６ ０ に 切 り 替 え る （ Ｓ ３ ） 。 す な わ ち 、 イ ヤ ホ ン を 優 先 す る こ
と に な る 。 音 声 出 力 が イ ヤ ホ ン に 切 り 替 え ら れ る と 、 携 帯 型 端 末 装 置 １ ０ ０ は 音 声 を 受 信
し （ Ｓ ４ ） 、 受 信 し た 音 声 を イ ヤ ホ ン 端 子 ６ ０ か ら 出 力 す る （ Ｓ ５ ） 。 音 声 は イ ヤ ホ ン 端
子 ６ ０ を 介 し て イ ヤ ホ ン に 出 力 さ れ 、 利 用 者 は イ ヤ ホ ン か ら 通 話 相 手 の 声 を 聞 く こ と が で
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き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 方 、 上 記 Ｓ ２ に お い て 、 音 楽 が 再 生 中 で な い と 判 断 さ れ た 場 合 、 音 声 出 力 切 替 手 段 ４
０ は 、 音 声 出 力 を ス ピ ー カ ５ ０ に 切 り 替 え る （ Ｓ ６ ） 。 す な わ ち 、 ス ピ ー カ を 優 先 す る こ
と に な る 。 音 声 出 力 が ス ピ ー カ ５ ０ に 切 り 替 え ら れ る と 、 携 帯 型 端 末 装 置 １ ０ ０ は 音 声 を
受 信 し （ Ｓ ７ ） 、 受 信 し た 音 声 を ス ピ ー カ ５ ０ か ら 出 力 す る （ Ｓ ８ ） 。 音 声 は ス ピ ー カ ５
０ か ら 出 力 さ れ 、 利 用 者 は ス ピ ー カ か ら 通 話 相 手 の 声 を 聞 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 示 し た 携 帯 型 端 末 装 置 は 、 イ ヤ ホ ン を イ ヤ ホ ン 端 子 ６ ０ に 接 続 し て い な い 状 態 で
は ス ピ ー カ 優 先 、 イ ヤ ホ ン を イ ヤ ホ ン 端 子 ６ ０ に 接 続 し た 状 態 で は イ ヤ ホ ン 優 先 と し て い
る が 、 優 先 す る 音 声 出 力 先 を 利 用 者 が 設 定 可 能 に し て お い て も 良 い 。 例 え ば 、 利 用 者 が ス
ピ ー カ 優 先 に 設 定 し て お く と 、 、 イ ヤ ホ ン を イ ヤ ホ ン 端 子 ６ ０ に 接 続 し た 状 態 で あ っ て も
、 ス ピ ー カ か ら 音 声 が 出 力 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 携 帯 型 端 末 装 置 の ブ ロ ッ ク 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 携 帯 型 端 末 装 置 の 制 御 方 法 の 概 要 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
        １ ０ ・ ・ ・ 着 信 検 知 手 段
        ２ ０ ・ ・ ・ 判 断 手 段
        ３ ０ ・ ・ ・ 音 楽 デ ー タ 再 生 手 段
        ４ ０ ・ ・ ・ 音 声 出 力 切 替 手 段
        ５ ０ ・ ・ ・ ス ピ ー カ
        ６ ０ ・ ・ ・ イ ヤ ホ ン 端 子
        １ ０ ０ ・ ・ ・ 携 帯 型 端 末 装 置
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